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平成28年6月10日発⾏
第64号

ＩＢＪの新農薬
（適用拡大を含む）●2016年5月14⽇〜6月10日までの間に登録された弊社の新農薬（適用拡大を含む）は、ございません。引き続き、弊社製品を御愛顧を賜ますよう、宜しく御願い致します。

●農⽔省は、 5月24日に向こう１ヶ月の主要病害虫発生予報を発表しました。その中から主な作物を対象に、発生が｢多い｣と発表された病害虫とその地域及び防除農薬(弊社の推奨農薬)を一表に纏めましたので、推進のご参考にして下さい。（特記以外の使用方法は希釈液散布）作物別 病害虫名 発生が「多い」地域 防除農薬（当社推奨農薬）水稲 イネ縞葉枯病 群馬、埼玉 ーイネミズゾウムシ 秋田、佐賀 MR.ジョーカー粉剤DL、ガゼット粒剤いもち病 埼玉、佐賀 ー
野菜

野菜共通 アブラムシ類 北関東、東海、中国 ウララDF、テルスター水和剤、同フロアブルアザミウマ類 甲信、北陸、東海、九州 ウララDF、アタブロン乳剤、テルスター水和剤いちご ハダニ類 南東北、南関東、北九州 アカリタッチ乳剤、ネマトリンエース粒剤※、チリガブリ※きゅうり うどんこ病 関東 プロパティフロアブル、ラミック顆粒⽔和剤、トリフミン水和剤、同乳剤、カリグリーン、アカリタッチ乳剤、ドーシャスフロアブルべと病 関東、東海、九州 ランマンフロアブル、ドーシャスフロアブルたまねぎ べと病 東海、近畿、中国、四国、北九州 ランマンフロアブル、ドーシャスフロアブル、フロンサイドSC、同水和剤トマト 灰色かび病 九州 カリグリーンコナジラミ類 東海、北九州 ウララDF、アタブロン乳剤果樹 かんきつ ミカンハダニ 東海、北九州、沖縄 アカリタッチ乳剤、フロンサイドSC、同水和剤なし ⿊星病 北東北、東海、九州 トリフミン水和剤、フロンサイドSC、同水和剤ナシヒメシンクイ 南関東、北陸 テルスターフロアブル、同水和剤もも せん孔細菌病 南東北 ー茶 カンザワハダニ 北九州 テルスターフロアブル、同水和剤注）表中の地域については、その地域全域で発生がみられるものではありません。* ネマトリンエース粒剤、チリガブリは、使用時期、使用方法を確認して御使用下さい。



平成25年10月11日発⾏
第32号⽔稲栽培の規模拡⼤に伴い、省⼒的な雑草防除法として⼀発処理除草剤の普及が顕著となりました。その結果、塊茎などで増殖する繁殖⼒の強い多年⽣雑草が取りこぼされ、防除が困難な「難防除雑草」とされるようになりました。これを踏まえ、今回のＩＢＪ防除情報は、難防除雑草の生態と当該雑草に有効な当社除草剤を特集致しました。

ご説明します

１．水田難防除雑草の生態
本内容は、「石原の原色雑草カ－ド補完第３版」に基づいて作成しています。★下表に、「難防除雑草」の主要草種であるオモダカ、クログワイ、コウキヤガラ、シズイ、エゾノサヤヌカグサに加え、ミズアオイ、キシュウスズメノヒエについて整理しました。（⼀年⽣、越年⽣は生育期間、多年⽣は成⻑期間として区別し、⽣育時期､花期などは中部地域を標準としています。）草種名 成⻑期間 繁殖 生態 写真オモダカ（多年⽣） ５月〜１１月塊茎・種子 ・初めの３〜４枚の葉は細⻑い線形ですが、６〜８葉になるとへら状の葉が出ます。・成植物の葉は、⻑い葉柄が有り、その先に⽮じり形で３片からなる⼤きな葉をつけます。・秋に地下茎の先に５０〜１５０個の塊茎をつくります。クログワイ（多年⽣） ６月〜１１月塊茎 ・発⽣深度が深く、発⽣期間も⻑期にわたります。・細い針⾦状の茎が発⽣し、続いて中空の太い茎に変わります。茎は分けつして株になり、直⽴します。⾼さは４０〜７０ｃｍ、円柱状で中空、２ｃｍ〜４ｃｍ間隔の隔膜で仕切られています。（この為、しごくとプチプチ音がします。）・秋に、茎の先に細⻑い円柱状の淡緑褐色をした小穂をつけます。又、地下茎の先に多数の塊茎をつくります。コウキヤガラ（多年⽣） ５月〜１０月地下茎 ・茎は３稜形で単⽣し、基部は肥⼤し直径２〜３cmの塊茎となります。・⻑い地下茎を伸ばし、先に芽を出して増えます。・葉は細⻑い線形で、夏〜秋に、茎の先に褐⾊で卵状楕円形の⼩穂をつけます。シズイ（多年⽣） ５月〜１０月塊茎 ・線形葉が出、本葉３〜５葉期に花茎が抽出します。・成葉は三稜形で、ミズガヤツリに似ており、茎も３稜形で、⾼さ５０〜９０ｃｍ前後となります。・夏に葉先に⼩穂をつけ、夏〜秋にかけて地下茎の先に多数の塊茎をつくります。エゾノサヤヌカグサ（多年⽣） ５月〜１０月種子・根茎株基部 ・茎は叢生し、基部は横に這い、節々からほふく茎を伸ばして拡がります。・全体がサヤヌカグサより⼤きく、葉の縁に鋸⻭が有ってざらつきます。・９⽉〜１０⽉に茎の先に円錐花序をつけます。ミズアオイ（⼀年⽣） ５月〜１０月種子 ・水田、溝、沼に発生します。コナギに似ていますが、コナギより全体に大型です。・葉柄は２０ｃｍ内外と⻑いが、茎の葉の柄は短いです。・８⽉〜１０⽉に、茎上部に葉より⾼く花枝を出し、⻘紫⾊の花を穂状につけます。キシュウスズメノヒエ（多年⽣） ４月〜１１月地下茎 ・春に地下茎や稈の基部の節々から発芽し、茎は四方に拡がり、節々から根を出します。（耕起等で切断されても、その切⽚の節々から発芽、発根する為、生息域を拡げる結果になります。）・普通は地⾯を横に這って地表を覆いますが、密⽣すると斜めに⽴ち上がります。茎は丈夫で、⽑が無く、滑らかです。葉は互⽣し、線形で先が尖ります。無⽑で、質は柔らかです。・７⽉〜８⽉に茎の先に２個の対⽴した穂軸からなる⼆⼜の穂を出すのが特徴です。



水田難防除雑草に有効な当社の薬剤★対象草種別に、登録取得薬剤の製品名を掲載しています。
各⽔⽥難防除雑草に対する使⽤時期は最⼤葉齢を記載しております。
使用時期（雑草葉齢も含む）、適⽤⼟壌、適⽤地帯、使⽤⽅法等詳細につきましては、
製品ラベル、技術関連資料、ホ－ムペ－ジﾞ等に記載の登録使用基準に従い、御使用ください。使用時期オモダカ クログワイ コウキヤガラ シズイ エゾノサヤヌカグサセンイチＭＸ１ｷﾛ粒剤フルパワーＭＸ１ｷﾛ粒剤 発生始期まで 草丈１０㎝まで 草丈１０㎝まで 草丈３㎝まで ２葉期までフルチャ－ジ１キロ粒剤、ジャンボ 矢じり葉抽出期まで 草丈１０㎝まで 発生始期まで 草丈３㎝まで ―ナイスミドル １キロ粒剤 矢じり葉抽出期まで 草丈１０㎝まで 発生始期まで 草丈１５㎝まで ２葉期までフルイニング１キロ粒剤、ジャンボジャイブ１キロ粒剤、ジャンボ 矢じり葉抽出期まで 草丈１０㎝まで 発生始期まで 草丈３㎝まで ―スケダチ１キロ粒剤ヒエクッパ１キロ粒剤 １.０ｋｇ処理/１０ａ ― 草丈１０㎝まで 草丈１０㎝まで 草丈１０㎝まで ―１.５ｋｇ処理/１０ａ ― 草丈１５㎝まで 草丈１５㎝まで 草丈１５㎝まで ―アンカ－マンＤＦ（落⽔散布またはごく浅く湛水して散布した場合) 草丈３０㎝まで 草丈３０㎝まで 草丈３０㎝まで 草丈３０㎝まで ―トビキリジャンボ ― ― 発生始期まで ― ２葉期までプレキープ１ｷﾛ粒剤 発⽣前〜発生始期まで ― ― ― ―グラスジンＭナトリウム液剤 ― 増殖盛期まで 草丈４０~６０㎝程度 ― ―グラスジンＭナトリウム粒剤 ― ― ― 草丈２０㎝まで ―注：スケダチ１キロ粒剤は、ＳＵ抵抗性雑草に対しては効果が期待できません。フルチャ－ジ１キロ粒剤・同ジャンボ剤は、ＳＵ抵抗性⼀年⽣広葉雑草に対する効果を有しますが、SU抵抗性多年⽣雑草には効果が期待できません。



農薬の正しい使い方

ご説明します
農薬の適正使⽤に関しましては、依然として農薬による事故や不適正使⽤の事例が報告されています。このため、農林⽔産省は、厚⽣労働省、環境省及び都道府県と共同で、農薬の安全かつ適正な使⽤や環境への影響に配慮した農薬使⽤を推進するため、「農薬危害防⽌運動」を本年度も６⽉〜８⽉にかけて実施します。弊社としましてもその趣旨に賛同し、本防除情報をご覧のみなさまに広くお知らせしていきたいと考えています。

１．農薬による危害の防止

農林⽔産省ＨＰ「農薬の適正な使用」のページより（http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/index.html）
①農薬を使用される方へ

作業時の服装例使用の際はラベルをよく読み、防護装備を着用しましょう

農薬を使用される方自身の安全確保のためにも、多量にさらされたりしないよう、農薬を使用する際は、ラベルを確認していただき、農薬用マスク等の防護装備を着用してください。
農地の宅地化がすすんだりしており、住宅地等の周辺では、住⺠の⽅々に配慮した防除が益々重要となってきています。耕種的防除や物理的防除もさることながら、農薬を使用する場合には、ドリフト防止対策の徹底や十分な時間的余裕をもった周辺住⺠等への事前周知が必要になっています。農⽔省のホームページには農薬使⽤時に徹底していただきたい「住宅地等における農薬使⽤について」が掲載されています。http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/jutakuti/index.html）また、⼟壌くん蒸剤使⽤後の管理不⾜が原因で周辺の⽅が被害に遭う事があります。被害事例の中には、全く被覆をしなかったことが原因の事例も毎年数件⾒られます。土壌くん蒸剤使用後は直ちにビニールなど適切な資材で完全に被覆するよう徹底を御願いします。



農薬をペットボトル、ガラス瓶など飲食品の空き容器等に移し替えて保管していたために、家族の⽅などが誤飲した事例が毎年多く報告されています。農薬の誤飲や誤使用などによる被害を防ぐため、農薬は食品等と分けて鍵のかかる場所に保管し、薬液の調製や散布作業中も放置することなく、関係者以外が触れないように管理の徹底を御願いします。

②誤飲等による被害の防止

２．残留基準値超過の防止

①農薬使用基準の遵守農薬の適正使用に関しましては、これまでも「農薬適正使用の徹底について」（平成22 年12 月15 ⽇付け農林⽔産省消費・安全局農産安全管理課⻑通知）に基づき、都道府県や関係団体と連携して指導がなされてきておりますが、思い込みなどでこれらの記載事項を守らずに使用したことによる残留基準値超過が報告されています。使い慣れた農薬であっても、御使⽤の際には必ずラベルを⾒てご確認の上、使⽤⽅法、注意事項、最終有効年⽉等を守ってください。新規就農者や市⺠農園の利⽤者等、農薬に不慣れな⽅々の使⽤によるトラブルに関する情報も寄せられています。指導者の皆様には、農薬の使用の機会が増えるこの時期に、これまでに指導を受けたことのない方や一般の方にもご指導いただきますようお願いします。
残留基準値超過の防⽌には、⾶散防⽌対策が重要となります。隣接する圃場や同じハウス内で別の作物が栽培されている際は、飛散の少ない剤型の選択や飛散低減ノズルの利⽤等に努めてください。特に、使⽤しようとする農薬に隣接する作物への適⽤がないときは、使⽤する農薬の種類を⾒直す等の対応が必要となります。さらに、防除器具の洗浄不⾜が原因で、タンク、ホース等に残った農薬が別の作物に付着して基準値を超過したと考えられる事例もあるため、使⽤前後の念⼊りな洗浄に努めてください。

②飛散防止対策及び防除器具の洗浄の徹底

農薬は食品等と分けて鍵のかかる場所に保管しましょう



②ミツバチの農薬被害の防止農薬の使用によるミツバチの被害を防ぐため、ミツバチの放飼場所や放飼時期に⼗分留意した農薬使⽤に努めてください。養蜂が⾏われている地域では、農薬をお使いになる方と養蜂家との間で事前に農薬の散布や巣箱の設置状況に関して情報交換を密に⾏うなど、ミツバチ被害の防止に向けた関係者間の連携をお願いします。

３．環境等への配慮

①農薬の河川等への流出の防⽌ 農薬の河川等への流出が原因の⼀つと考えられる水質汚濁や水産動植物の被害が報告されています。水田において農薬を使用する際は、畦畔の⼿⼊れをしっかり⾏いラベルに記載された止水期間を守りましょう。このような取組は、農薬の効果を十分発揮するためにも重要となります。また、不要となった農薬や空容器は、廃棄物処理業者に依頼するなどして適切に処理し、絶対に河川等に投棄しないでください。容器や防除器具の洗浄液も、直接排水溝や河川等に流さないようにしましょう。
散布後７日間
は、落⽔やかけ
流しをしない！

農薬の使用による事故・被害を未然に防止することができるよう、この運動の期間だけでなく、
年間を通じてみなさまのご協⼒をお願いします。
本号は農⽔省農産安全管理課農薬対策室によります「平成28年度農薬危害防止運動に
向けての留意事項等について」に基づいて作成しております。



年度 22 23 24 25 26被害対象農作物 7 8 14 10 11家畜 0 0 0 0 0蚕 0 0 0 0 0蜜蜂 6 8 11 －※ －※魚類 4 10 6 5 2計 17 26 31 15 13
年度 22 23 24 25 26被害対象⾃動⾞ 0 0 0 0 0建築物 0 0 0 1 0その他 0 0 0 2 1計 0 0 0 3 1

（件）（件）

※農薬によるミツバチの被害については本調査とは別に、平成25年5月より新たな調査が開始されているため、本調査の調査対象から除外されています。

2．農作物、家畜等に対する被害 3．⾃動⾞、建築物等構造物に対する被害

年度 22 23 24 25 26区分死亡 散布中 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）誤用 3（3） 8（8） 2（2） 4（4） 5（5）小計 3（3） 8（8） 2（2） 4（4） 5（5）中毒 散布中 11（21） 10（18） 18（36） 11（12） 11（22）誤用 24（28） 18（22） 18（22） 13（18） 13（13）小計 35（49） 28（40） 36（58） 24（30） 24（35）
年度 22 23 24 25 26原因マスク、メガネ、服装等装備不⼗分 3（3） 7（12） 5（5） 3（3） 3（3）使⽤時に注意を怠ったため本⼈が暴露 1(1） 1（1） 5（5） 0（0） 2（2）⻑時間散布や不健康状態での散布 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）防除機の故障、操作ミスによるもの 3（4） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）散布農薬の飛散によるもの 2（2） 0（0） 1（1） 4（4） 1（1）農薬使⽤後の作業管理不良 2（11） 2（5） 7（25） 4（5） 5（16）保管管理不良、泥酔等による誤飲誤⾷ 12（12） 16（17） 16（16） 11（11） 14（14）薬液運搬中の容器破損、転倒等 1（4） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）その他 1（1） 2（5） 1（5） 2（7） 1（1）原因不明 13（14） 8（8） 3（3） 4（4） 3（3）計 38（52） 36（48） 38（60） 28（34） 29（40）

平成26年度まで5ヶ年の農薬使⽤による事故及び被害の発⽣状況1．人に対する事故 （件（人））

（件（人））
（注）発生時の状況が不明のものは「誤⽤」として集計しています。区分欄の「誤用」とは、誤飲、誤食等を指し、自他殺は含みません。散布中以外の事故を含みます。
（原因別）

(農林⽔産省資料より)



差替え



弊社では、圃場の⼟壌を御送付頂き、その⼟壌中のセンチュウ量を測定、報告し、
防除計画の御参考にして頂く無料サ－ビスを継続実施しております。


